
 バーコード読み取り

（文化財センター情報）

文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー 7月の催し物予定
7 月の休館日は 4日（月）、11 日（月）、19 日（火）、25 日（月）です。

開館時間は９：００～１７：００です。

第 1展示室　■常設展「宝塚古墳の謎」

第 2展示室　■夏季企画展「松阪の文化財～まちの良いものお見せします！～」　7/16（土）～ 8/28（日）

第 2展示室　■展示説明会「松阪の文化財～まちの良いものお見せします！～」　7/16（土）　　＊13:30 ～ 14:30

第 1Ｇ　　　 ■たのしい凧展～日本の凧・世界の凧～　　6/25( 土 ) ～ 7/10( 日 )　　＊9:30 ～ 16:30

第 1・2Ｇ　　■まつさかの ちっちゃなアーティストたち ～まつさかのほいくえん 園児造形展～

　　　　　　　　　　　　　　　　　 7/30( 土 ) ～ 8/7（日）　　＊9:00 ～ 17:00　　＊8/1（月）は休館日

第 1Ｇ　　　 ■「10 分でできる凧作り　ぐにゃぐにゃ凧」　第 2回 7/2（土） ・ 第 3回 7/9（土）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊参加費（材料代）50 円　　　＊事前申込不要

第 1Ｇ　　　 ■「和凧を作ろう」　　7/3( 日 )　　＊参加費（材料代）200 円　　＊事前申込不要（先着 20 名）

【発行】松阪市文化財センター　【電話】0598-26-7330　【サイト】http://www.city.matsusaka.mie.jp/

【はにわ館夏季企画展「松阪の文化財」を開催します！】

【はにわ館のロビーから見える風景がすてきです。】

　現在、たくさんの文化財が松阪市内各地にあります。しかし、その多くは、普段目にすること

ができません。そこで今月 16 日（土）から来月 28 日（日）まで、「はにわ館」第 2 展示室に

おいて、松阪市内にある文化財を 6 つのテーマに沿って集め、一堂に展示します。題して「松

阪の文化財～まちの良いものお見せします！～」。

　今年の夏季企画展には「松阪の文化

財」の魅力がギュッと詰まっています。

これをご覧いただくことで、歴史・文

化の町、松阪に親しみを感じていただ

くと共に、文化財保護について興味や

関心を持っていただければ幸いです。

　「松阪の文化財」展期間中には、文化財センターで 2 つの行事を行います。一つは“ミサンガ

（古代の織物）”や“勾玉（古代のアクセサリー）”、“はにわストラップ”を作る「夏休みワーク

ショップ」です。詳しくは下の表をご覧ください。

　もう一つは、夏休み恒例となった「中学生ボランティアガイド」。7 月 30 日（土）から 8 月

7 日（日）まで、古代の衣装を身にまとった中学生たちが「はにわ館」第 1 展示室をガイドします。

（ただし 8 月 1 日（月）は休館日。）土日は【午前の部（10 時～ 12 時）】と【午後の部（1 時

～ 3 時）】、平日は【午後の部】のみ行います。この時間帯なら、無料で「はにわ館」に入館す

ることができます。この機会にぜひ、中学生のガイドを聞きに来てください。　

　たくさんのご来場をお待ちしております！（担当）
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【ギャラリー】　入場無料　

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）　　＊入館は 16:30 まで　
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　鈴の森公園の緑陰が窓枠いっぱいにひろがり、

人々が芝生の上で過ごす様子を見ていると、時と

場所を越えて、不思議な感覚を覚えます。これは

いったいどこの景色だろうと……。よく似た景色

を見たような。それとも見たいという気持ちが深

層に潜んでいるのでしょうか。

　印象派の名前の由来は、モネが 1872 年にフラ

ンス北西部の都市ル・アーヴルの港の風景をやわらかい筆の動きで描いた「印象・日の出」だと

されます。印象派の画家たちは外光を積極的に表現し始めました。印象派の一人であるスーラは

画面を原色と補色の細かな点の連続で描き、見るひとの目の中で一つの色に見せようとしました。

「グランド・ジャット島の日曜日の午後」は彼の代表作ですが、人々が川辺の公園に集う光景は

豊かな時間の流れを感じさせます。

　はにわ館のロビーから見える風景はすてきです。まるでスーラの絵のようだとは言えなくても、

この雰囲気はなかなか得難いもののように思うのですが…。

　７月のはにわ館は常設展とともに企画展「松阪の文化財展」を開催します。また、市民ギャラ

リーにおいても企画展示として、「楽しい凧展」、「まつさかのちっちゃなアーティストたち」展

を開催します。日本の凧、世界の凧を一覧します。「ちっちゃなアーティストたち」展は松阪市

内の保育園児による造形作品展です。かわいい作品が並びます。ぜひ文化財センターへお出かけ

下さい。（所長）

【「たのしい凧展」凧作りワークショップ】　　　　 ＊13:30 ～ 15:30

夏の文化財センターは

催し物が盛りだくさん♪

 （１）　松阪のあけぼの～櫛田川、中村川流域から始まる縄文文化～

 （２）　地域権力の出現～古墳に眠る王の宝～

 （３）　仏教伝来～仏教信仰の展開～

 （４）　中世の松阪～北畠氏の時代～

 （５）　松坂城と商家～商人の町まつさかの繁栄～

 （６）　射和の文化～竹川竹斎を中心に～

北畠具教制翰（来迎寺所蔵）

　 【松阪市指定文化財】
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射和万古　乙御前（射和文庫所蔵）

　　　【松阪市指定文化財】

8/5（金） 8/6（土） 8/7（日） 備考

ミサンガづくり（古代の織物） ○ ○ ×

勾玉づくり（古代のアクセサリー） × × ○

はにわストラップ ○ ○ ○

はんえい

くしだ

しんこう

きたばたけ

10 時～ 16 時（受付は 15 時まで）　／　会場は
第 3ギャラリー　／　参加費 100 円（材料代）　／
事前申込不要　／　所要時間は 1時間程度

 < テーマ一覧 >

礫石経の１つ

※実際の展示では、テーマタイトルが一部変更になる可能性があります。


